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横浜市内の蚊成虫生息状況調査結果 

―平成26年6～10月― 
 

医動物担当では、健康福祉局蚊媒介感染症サーベイランス事業の一環として主に市内公園およ

び港湾地区等において蚊成虫生息状況調査を行っています。平成26年8月には、約70年ぶりにデ

ング熱の国内発生がありました。デング熱、ウエストナイル熱、チクングニア熱、日本脳炎などの蚊媒

介感染症は、それぞれ主要媒介蚊が異なります。したがって、平常時よりその地域特有の蚊成虫生

息状況を把握しておくことは、感染症発生時に防除対策を立てる上での基礎資料となります。 

平成26年は6月から10月にかけて横浜市内19ヶ所 (各8回)で、 各区福祉保健センター生活衛生

課と連携し、蚊成虫捕獲調査を行いました(図１)。調査には、ＣＤＣ型バッテリー式ライトトラップという

昆虫類を捕獲する機器を用いました（写真）。蚊を誘引するためにドライアイス１ｋｇをトラップ屋根付

近に設置し、トラップを一昼夜運転しました。捕獲された蚊は調査地点ごとに種類を同定し、雌成虫

については、ウイルス検査担当に供出しました。蚊媒介感染症ウイルス検査結果については、横浜

市衛生研究所ホームページに掲載しています。今回は、市内における蚊成虫生息状況調査結果に

ついて報告します。 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈捕獲された蚊の種類と個体数〉 

捕獲された蚊の種類と個体数を表に示しました。 

捕獲された蚊成虫の雌雄合計は、6属12種7,806個体でした。最も多く捕獲された種類は、ヒトスジ

シマカ 6,309個体（80.8％）でした。次いで、アカイエカ群が1,149個体(14.7％)、キンパラナガハシカ

が185個体（2.4％）捕獲されました。 

 

図１ 蚊成虫捕獲調査地点 写真 CDC型ライトトラップ 
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